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宮岡宇一郎， 清水 圏直
On the Methods of Prevention of Silk. from Brnwning 
Uichiro MIY AOKA. Tooru SHIMIZU 
The degummed silk has a tendency to browning. 
This comes frum the active character of amino and hydroxyl groups in the fibre. Hence 
it can be considered that the browning may be prevented by the locking of these groups 
or the isolation of fibre from air and moisture. 
On thisoobject we have examined acetylation， formalisation and resin finishing as such 
treatment for si1kfibre. 
The results were not so satisfactory. 
緒 苦言E謂
椋絹の栂変は7>1プロイン中心アミノ基及びヒドロオキシル基赤はフィプロインの加水分解によって生
宇るアミノi基のE変化によって起るものと思はれる口 フィプロイン中に約 11%含まれているチロジンの
膨響は特に大きい。
とれらの般化は極めて微量D酸素中でも生じ湿気の存在もとれを促進する。それ故にアミノ基及び
ヒドロオキシル基を不活性化するか， 絹と空気及び湿気とり接触を建断して稿変心防止が出来ないだろ
うかとり考察のもとに次の加工試験を行い，そむ効果。有無並びにその加工による絹の諸性質へ白静響
を調査するととにした。
a) 無7k酢酸によるアセチール化。
b) フオJレムアルデハイ下によるフげレマーJレ化口
c) 尿素フォルマリン樹脂による繊維の保護白
と〉に行った実験は予備的研究の範囲を出註いもりで，之によって効果を認め得る場合には買に詳細
註研究を期するもθである。
実
a 無7K酢酸によるアセチール化
1 液相法
験 方 3去
無JjI(.酢酸 60c.c. をフラスコにとり '125白Cで l/~ 時間処理する。処理後，冷温蒸溜7kで数回、洗j催し風乾
する口
2 気相法
真空ヂシクーター底部に一定量D無水酢酸を入れ，その上部から試料絹を吊下する口 これを恒撞匝中
で一定時間酢化した後，試料~1 と同様じ7J\.洗し風乾する口
3 酢化度。測定
試料を約 19r 三角瓶に入れ 75%アルコール 10c.c.~加え 50--600Cで t/2 時間置く。
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設に 1/2NCD苛性ソーダ 25c.cー を加えて湯浴上で 500cに加熱し，之を常温で2時開放置しそD問時
々振盤するロ次にフエノ戸ルフタレインを指示薬とし lhN硫酸を加えて中和し更に幾分過剰に加え湯
浴上で加熱するロ最設に l/'1.N苛性ソ戸ダで逆?肯定し，乙れより酢置費量を算出し試料に対する 100分率を
とり，とれを酢化度とした口
b フオノレムアJレデノ1イドlζよるフオルマーJレイi二
真空デシクーター中にフオJレマ pンを入れ酢化の際と同様に処理した。
C h.R素フオJレマリン樹脂による繊維D保護
ヂメチローJレウレア水溶液中に布主 1/晶時間漫演する。 乙む際触媒として硫酸アルミZエユームO.5gr/L
を添加する白次いで圧搾器で約90%に較り，風乾後90及び1200Cで 10---30分間熱処理する。向との際浸
漬液中に盛光漂白剤を加え，とり事響を比較した。
以上白如〈特殊加工した試料は加工後夫々槌色試験器で1時間紫外棋を照射し黄抱変D 生起を調査し
加工後の由度主肉m~で比較した口
実 験 結 果
実験結果は1.2. 3，表。如くである。
第一表 絹の無水酢酸によるアセチーノレ化
7 8 9 原布
， 一一一 一一 一一一一一
処理法区別気相法 N Y N N N タ 。 液相法
処理温度。CI 30土2 N N N I 70土2! N /1 月Y 125 
処理時間 hr 3}i 7 1巧 24 3 7 12 ~ 
宜量増減% -0.9 -2.1 --0 7 +0.5 +0.6 +1. 7 -3.1 十1.9
アセチルイヒ度指 1.9 3.6 2.2 4.4 6.8 6.8 lI. 7 
Jt強度% 80 89 101 87 80 87 43 100 
乾燥伸度% 15.6 14.8 11.2 13.9 14.6 15.6 15.0 12.3 12.0 18.8 
紫白外さ線の照順射位後の s 2 7 4 3 酢淡赤化色で 楼酢描化色で 黄酔化色で 6 
第二表 絹のフォルマリンによるフオルマ円Jレ化
2 原布 l
処理温度。c 25土2 I1 70土21 ~ I1 月 96土 1I 99士1105土 1
処理時間hrI 3 24 ~ 1 .1 3110 I ~ 3 
宣量増加が +0.4 +0.4 -3.71 +1.11 +1.21 +2.01 +0.11 +1.21 +1.6 
比強度% 104.3 101. 7 99.2 99.2 100.4' 99.2 90・2 1 ∞ 99・2
イ申 度 % 19 5 19.3 17.0 
紫白外さ踊り順照射位後の 5 6 10 
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第三表 絹の尿素フォルマリン樹脂による保護
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キ 浸漬i夜中盤}I:漂白剤チノパ-)l:を加えたもの。 7は o.Ig/L.13は O.5g/L.14は硫階アルミ二ユーム
及びチノパー)f...O.Ig/Lを加えた口
実験結果の考察
1 絹はアセチーJレ化によって強件度を著しく減退する。相変防止に就いては殆んど効果がないといっ
て良い口りみたら守、その方法によっては却って生地そのものが着色する。
2 之に反し絹のフυレマー Jレ化は絹変防Jl:に稿k有効であり，処理によって強力には殆んど影響なく，
仲度が柏、増加する傾向にある。
3 尿素フォルマリン樹脂加工で、は低濃度の樹脂液を使用すれば柏福変を防止し得る。 との際強力，伸
度共多少増加するD 然しとの加工により絹は繊維特有の光沢及び、絹鳴を失う。
4 要するに絹の褐疫を防止ーする目的をもって行ったとD実験はフりレマール化及び樹脂加工によって
柏効果を見るが，黙しその効果は実用化には遥かに及ばないロ
本研究は日本学術振興会の援助を得て行ったロ附記して謝意を表する。
